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入試に関するお問い合わせ

大学に入ると、周りは知らない人ばかり。これは、
チャンスだ。今まで会ったこともないような人、なに
を考えてるのかわからない人、でも、なんだか魅力
的な人が、きっといる。そして、そんな人の近くには、
同じように妙に個性的な人がいたりする。思い切っ
て、近づいてみよう。危険は（たぶん）ないから。で、
気がついてみたら、あなたもすっかりそのネットワー
クの一員になっていたりするのです。

もっと知りたい、
あの人のこと。















堀 拓也 さん

医学系研究科 修士課程 看護学専攻 2年

福井県出身。2012年福井大学医学部看護学科卒業。同年より福井赤十字病院に勤務。
2019年福井大学大学院医学系研究科 修士課程看護学専攻老年看護専門看護師課程
入学。

Profile

6 今からおよそ3年前、堀さんのお父さん

は認知症を発症した。看護師として、そ

のケアについて知識も経験もあった堀

さんだが、家族となると冷静ではいられ

なかった。

看護師として働き始めて7年が経った

2019年。母校の福井大学に「老年看護

専門看護師課程」が開講された。医療

者として、そして認知症患者の家族とし

て未熟さを感じていた堀さんは、改めて

大学院に入学し、専門看護師の道を歩

み始めた。

昼間は看護師として働き、夜は大学院

に通う。そうすることで、現場での仕事

を客観的に見つめ直すことができるの

だという。堀さんは今、一つひとつ課題

を解決しながら、その成果を職場の仲

間たちに還元している最中なのだ。

堀くんの話で一番に思い出すのは、何と

いっても「堀ノート」の存在。当時、苦学

生だった彼は、私が担当していた授業の

教科書を持っておらず、友達に見せても

らったり、コピーしたり、自分で工夫して

ノートを作っていたんですね。その色づ

かいや絵の上手さはなんと、『頭がいい

人はなぜ、方眼ノートを使うのか？』で

有名な、作家の高橋政史さんにも絶賛さ

れるほどだったんですよ。

「堀ノート」で有名だった彼は、常に帽子

をかぶっていておしゃれだったので、下

の学年の子たちから「ハットさん」と呼ば

れることもありました。すごく謙虚で控

えめな性格でしたが、そういう面では目

立っていましたね。

堀くんと前川くんは学生時代からの親

友で、今でも仲良しなんですよね、ドライ

ブデートに行くくらい（笑）。でも選んだ

道は別々で、堀くんは看護師に、前川く

んは保健師になりました。実は私、堀く

んも保健師になってほしいとずっと思っ

ていたんです。というのも、保健師は自

治体や会社などの大きな集団と、その中

の一人ひとりの両方を看る必要があるの

で、看護師よりも頭の切り替えが難しい。

でも、堀くんにはそれがパッとできたか

ら。けれど、仕事や将来の話をする中

で、看護師にかける切実な思いも分かり

ました。患者さんに対する気持ち・姿勢

は本当に真摯で、彼は心から看護の仕

事が好きなんだと。

実際、患者さんに応対する時間を大切に

しすぎて、一年目はあまり評価されてい

なかったとも聞いています。でもそれは、

したいこととすべきことのバランスが取

れていなかっただけ。今では、「どんどん

成長しているのに謙虚さはずっと変わら

ない」と再評価されているみたいです。

北出 順子 准教授

医学部看護学科 コミュニティ看護学

恩師
デートするほど仲が良い二人。

堀さんは面白いんですよ。しばらく会っ

ていないと、その人との距離感が分から

なくなるんです。以前、久しぶりに会った

時には、これまで使ったことがなかった

敬語で話しかけてきたこともあったほ

ど。「堀さん、また距離感が分からんよう

になってるよ」と僕がツッコんでようやく

学生時代に戻る、というのはよくありま

すね。とはいえ、僕もずっとさん付けで呼

んでいるので、距離感が分かっていない

のかも…？

そんな堀さんと知り合ったのは、大学3

年生の時。専門学校から福井大学に編

入学して、同じクラスに入りました。その

クラスには男子が多く、僕も含め10人

ほどいたのですが、3年生なので当然、

僕以外みんな仲良しなわけです。でも、

そんな中で堀さんは、時にはグループ

ワークの合間を縫ってまで声をかけてく

れていました。当時から“いいやつ”だっ

たんですね。

卒業後、僕は保健師として働きはじめ、

堀さんは看護師の道へ。その後、彼は大

学院に進学したのですが、交流はむしろ

在学中よりも濃くなりました。忙しい時

でも3カ月に1度は会って、彼が学んでい

ることを教えてもらったり、お互いの悩

みを相談したり。うまく言えませんが、堀

さんに会うと“栄養補給”できる気がす

るんですね。彼が頑張っているから僕も

仕事を頑張ろうと思える。お互いに高め

あえる存在だと思っているんです。

僕自身、堀さんから刺激を受けている部

分は大きく、もっと勉強して地元の力に

なりたいと考えています。そして、将来的

には堀さんと二人で世の中をより良くし

ていきたい。

でも彼は謙虚で、置かれた環境の中で

精一杯、自分にできることをしようとす

るタイプなんです。僕の個人的な願いと

しては、堀さんには人の上に立って、人

材育成を通して彼の力を還元していっ

てほしいと思っています。

13 14

前川 和毅 さん

南越前町保健師

親友距離感が分からない僕たち。

も っ と 知 り た い 、
あ の 人 の こ と 。　


